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1．緒言

私たちは,1日のうちに屋外で過ごす時間は約10

%程度と言われ,ほとんどは屋内または移動の電車

や自動車などの車室内で過ごしている。これらから,

私たちが健康・安全に過ごすためには,住宅内や乗

り物内の空気環境が非常に重要であると言える。そ

のために,室内環境に関しては建築基準法をはじめ

とする各種法律・基準が定められている。

現在においても,シックハウス症候群や化学物質

過敏症等の健康被害を引き起こす室内化学物質汚染
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本報では,とりわけ化学物質過敏症に焦点をあて,室内化学物質汚染対策について考えた。現在,室内空
気染対策製品は数多くの製品が普及している。そこで本報では,空気汚染対策製品の中から(1)消臭・脱臭剤,
(2)空気清浄機に着目して,室内化学物質汚染対策として有効であるかを検討した。その結果,消臭・脱臭剤
に比べて空気清浄機には,室内汚染物質濃度を低減できる能力があり,その性能の向上に期待が持たれるが,
性能が劣化する危険性を持っており,使用に際しては(1)化学物質除去機構を有する機器の選定と(2)換気と
の併用が絶対条件である。今後,室内空気汚染対策技術の向上により,室内汚染物質濃度を低下させる期待
が非常に高いところである。

要 旨

Inthisstudy,wefocusedonchemicalhypersensitivityandconsideredcountermeasuresagainstindoorchemicalpol-
lution.Atpresent,manyindoorairpollutioncontrolproductsareinwideuse.Inthisstudywefocusedon(1)
deodorizersanddeodorizers,and(2)airpurifiersamongtheairpollutioncountermeasuresproducts,andexamined
whethertheyareeffectiveasindoorchemicalpollutioncountermeasures.Asaresult,comparedtodeodorizersandde-
odorizers,airpurifiershavetheabilitytoreducetheconcentrationofindoorpollutants,andtherearehighexpectations
fortheimprovementoftheirperformance.However,thereisariskofdeteriorationinperformance,andwhenusing
airpurifiers,itisabsolutelynecessaryto(1)selectequipmentwithachemicalsubstanceremovalmechanismand(2)
usethemincombinationwithventilation.Inthefuture,itishighlyexpectedthattheconcentrationofindoorpollutants
willbereducedbytheimprovementofindoorairpollutioncontroltechnology.
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は,未だ解決に至っていない。法規制により汚染対

策が講じられるに至ったが,依然としてシックハウ

ス被害は後を絶たない1)。すなわち,個人において

も何らかの対策をとらざるを得ない現状にある。

また近年では,環境過敏症と呼ばれる健康障害を

訴える人が報告されており,通常では感じないレベ

ルの微量化学物質環境過敏症は,化学物質や電磁波

などのさまざまな外的環境要因に対し,通常であれ

ば許容できるレベルで身体の不耐症を示す病態とい

われている。本報では,とりわけ化学物質過敏症に

焦点をあて,室内化学物質汚染対策について考えて

みた。

現在,実行できる身近な汚染対策は,換気の励行,

汚染発生源の除去,空気汚染対策製品の利用である。

この中で,換気が最も確実な汚染対策であるが,健

康・快適指向の高まりから,空気汚染対策製品が広

く利用されており,数多くの製品が普及している。

そこで本報では,空気汚染対策製品の中から(1)消臭・

脱臭剤,(2)空気清浄機に着目して,室内化学物質汚

染対策として有効であるかを検討する。

2．室内化学物質汚染対策

2．1 換気

換気は全ての汚染物質の室内濃度を低減させる技

術である。Fig.1に示すように換気には,自然換気

と機械換気がある2)。自然換気は主に窓開けによる

もので,外気との温度差や圧力差を利用して室内に

外気を導入し,室内空気を外部に排出する方法であ

る。ただし,外気との環境条件の差,開口部の位置,

面積などによって,程度に大きな差があり,必ずし

も一定の効果が得られるわけではない。

一定の効果が得られる換気方法に機械換気がある。

機械換気は,主にファンにより強制的に外気を導入

し,室内空気を排出する方法である。また,Fig.2

に示すように,第1種換気,第2種換気,第3種換気に

分けられる。また,2003年以降に建てられた住宅で

は,改正建築基準法により0.5(回/h)以上の性能を持

つ機械換気設備の設置が義務付けられている2)。

Fig.2(a)に示すように,第1種換気は給気,排気共

にファンを用いており,3つの換気の中で最も計画

的な換気が行える。また,室内の圧力,気流などの
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Fig.1 Typesofventilation(ventilationandleakage)2)

Fig.2 Typesofmechanicalventilation2)

(a)BalancedVentilationSystem (b)SupplyVentilationSystem (c)ExhaustVentilationSystem
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制御が可能であり,セントラル空調を用いる場合に

適している。Fig.2(b)に示すように,第2種換気は

ファンを給気側にのみ用いており,排気側は開口部

を用いて自然排気を行うもので,屋外から新鮮空気

を取り入れる場合に適している。Fig.2(c)に示すよ

うに,第3種換気はファンを排気側にのみ用いてお

り,給気側は開口部を用いて自然給気を行うもので,

室内を負圧に保ったまま排気するため,室内で発生

した汚染物質を隣室に漏らさない利点を持つ。また,

「換気」ではないものの意図しない通気として「漏気」

がある。漏気は住宅の気密性能に関わり,漏気量が

多い住宅は気密性能が低く,少ない住宅は気密性能

が高い。

2．2 消臭・脱臭剤

消臭・脱臭剤は,手軽に購入できる空気汚染対策

製品の一つである。（Fig.3参照）この製品は臭気

汚染対策として広く普及しているが,中には製品自

身から有害化学物質を発生させるものもある3)。そ

のため,最新の科学情報に留意し,製品選定時の注

意が必要となる4)。消臭・脱臭剤は主に臭気物質の

発生源発生量を抑制させる,又は室内臭気物質濃度

を低減させる製品である。

芳香消臭脱臭剤協議会は,消臭・脱臭剤等を,そ

れぞれ「空間に芳香を付与するもの」,「臭気を化学

的作用又は感覚的作用等で除去又は緩和するもの」,

「臭気を物理的作用等で除去又は緩和するもの」,

「他の物質を添加して臭気の発散や発生を防ぐもの」

としている。元来,これらの製品はアンモニアやメ

チルメルカプタンなどの臭気物質の除去を目的とす

る製品であった。

近年では,ホルムアルデヒドやVOC(Volatile

organiccompounds：揮発性有機化合物)などの化学

物質の除去性能を付加した製品も数多く市販されて

おり,製品にはホルムアルデヒドやVOCなどの化学

物質を有効に除去し,その効果に期待がもてる製品

もあるが,後述する空気清浄機の性能と比較して小

さく5),消臭・脱臭剤の中には製品自身からVOCを

含む有害化学物質を発生させるものもある3)ため,

室内化学物質汚染対策として有効とは言いがたい。

2．3 空気清浄機

空気清浄機の市場は,過去十年で急速に拡大し

た6)。同時に,機器性能も大きな向上を示している7)。

当初の機器はタバコ煙などの浮遊粒子状物質の除去

を目的としていたが,室内空気汚染が大きな社会問

題となると,家電メーカー各社は有害化学物質除去

を目的とした新製品開発を行うようになった。Fig.

4に示すように近年の製品には,室内空気汚染対策

としてその効果が期待できる製品もあるが,効果の

持続性(劣化性)には問題がある2)。

2．3．1 空気清浄方式

空気清浄機は基本的に汚染物質を除去する浄化部

と室内気流を形成するファンにて構成されている。

浄化部の構成は,対象物質(粒子状,ガス状,粒子状

＋ガス状)によって多種多様であり,Table1に示す

ように除去方式により,おおよそ7つに分類できる2)。

また,空気清浄機の除去方式別のフィルタ構成例を

Table2に示す2)。

空気清浄機の使用に際しては,以下のような留意

点がある。

(1)一酸化炭素や二酸化炭素などの物質を除去しな

いため,換気との併用が必要となる。

(2)使用時間の経過に伴い汚染物質除去性能が劣化
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Fig.3 Deodorizersanddeodorizers Fig.4 Aircleaners
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するため,メンテナンスが必要である。

(3)気流を遮る家具等が室内にある場合には室全体

の清浄化が難しいため,設置場所を検討する必要が

ある。

2．3．2 市販空気清浄機における除去性能の実態

(1)初期性能

筆者らは,家庭用空気清浄機のホルムアルデヒド

やVOC等の化学物質における除去性能を実験的に

明らかにしている。Fig.5に示すように,浮遊粒子

状物質(花粉粒子)に比較して,化学物質(ホルムアル

デヒドとVOC)の除去性能はかなり小さい8)。ただし,

初期性能のみを見れば,Fig.6に示すように近年の

空気清浄機にはある種の化学物質を高効率で除去で

きるものもある9)-15)。
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Table1 Typesofremovalmethodsinaircleanersandtheircharacteristics2)

Table2 Classificationofaircleanersbyadsorptionprinciple2)
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(2)劣化性能

空気清浄機のガス除去部には活性炭が使用される

ことが多いが,室内空気汚染の原因物質については,

その除去容量(破過容量)についての検討が成されて

おらず,結果として機器性能の持続性(劣化性)も不

明であった。そこで筆者らは,活性炭吸着方式の空

気清浄機における持続性(劣化性)を検証するため,

専用の実験装置を開発し,フィルタの劣化を図り,

運転開始から1～4ヶ月後の機器性能の変化を明らか

にした16,17)。

試験の結果,Fig.7に示すように機器のホルムア

ルデヒド除去性能は,1ヶ月間の使用で初期性能に

比較して約59.1(%)と低下を示した。その後,2ヶ月,

3ヶ月,4ヶ月間の使用で,初期性能に比較して,そ

れぞれ約70.8,70.8,74.4(%)低下する実態が示され

た。既往機器に於いて,ホルムアルデヒド除去性能

は,2ヶ月間の使用で初期性能の約30%となること

が明らかとなった16,17)。

以上から,消臭・脱臭剤に比べて空気清浄機は室

内汚染物質濃度を低減できる能力があり,室内化学

物質汚染対策として有効であるが,性能が劣化する

危険性を持っている。

※空気清浄機の性能は「相当換気量」という指標を

用いて表している。相当換気量とは機器固有の汚染

物質除去性能を換気に相当させたもので,この値が

大きいほど除去性能が良いことを意味する。例えば,
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Fig.5 Removalperformanceofsuspendedparticulatematterandgaseouspollutantsincommercial
aircleanerremovalperformanceofsuspendedparticulatematterandgaseouspollutants

Fig.6 Changesintheformaldehyderemovalperformanceofaircleaners2)
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ホルムアルデヒド相当換気量1(m3/h)の機器は,1時

間の機器使用中に1(m3)のホルムアルデヒドを含ま

ない空気を室内に供給できるものである。

3．結論

近年では,環境過敏症と呼ばれる健康障害を訴え

る人が報告されており,通常では感じないレベルの

微量化学物質環境過敏症は,化学物質や電磁波など

のさまざまな外的環境要因に対し,通常であれば許

容できるレベルで身体の不耐症を示す病態といわれ

ている。本報では,とりわけ化学物質過敏症に焦点

をあて,室内化学物質汚染対策について考えた。

現在,実行できる身近な汚染対策は,換気の励行,

汚染発生源の除去,空気汚染対策製品の利用である。

この中で,換気が最も確実な汚染対策であるが,健

康・快適指向の高まりから,空気汚染対策製品が広

く利用されており,数多くの製品が普及している。

そこで,室内空気染対策製品に期待がかかってい

たが,今のところ実際に室内汚染物質濃度を許容可

能な程度まで減衰させる製品は少ない。消臭・脱臭

剤に比べて空気清浄機には,室内汚染物質濃度を低

減できる能力があり,その性能の向上に期待が持た

れるが,性能が劣化する危険性を持っており,使用

に際しては(1)化学物質除去機構を有する機器の選

定と(2)換気との併用が絶対条件である。

今後,室内空気汚染対策技術の向上により,室内

汚染物質濃度を低下させる期待が非常に高いところ

である。
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Fig.7 Deteriorationofformaldehyderemovalperformancewiththeuseofcommercialaircleaners2)
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